佐賀大学大学院工学系研究科博士後期課程における博士論文の作成及び公表に関する要領
（平成１６年４月１日制定）
  佐賀大学大学院工学系研究科博士後期課程において学位を申請しようとする者は，佐賀大学学位規則に定めるもののほか，この論文作成及び公表に関する要領により，博士論文を作成及び公表すること。
１. 用いる言語
日本語又は英語とする。
２. 学位申請時に提出する博士論文（４部）
(1) 用紙は，Ａ４白色紙を用い，縦位置で横書きとすること。
(2) 博士論文の表紙には，論文題名，専攻名，氏名を必ず記載すること。
(3) 博士論文は，仮綴じすること。
３. 博士論文の公表のため学位記の授与前に提出する論文については，以下のとおりとする。
(1) 表紙・本文の全てを電子ファイル（ＰＤＦファイル形式をＣＤ－Ｒ等に保存したもの（以下「ＰＤＦ形式／ＣＤ－Ｒ等」という。））で提出すること。
(2) 表紙については前項第２号のとおりとする。 
４. 博士論文の公表については，以下のとおりとし，３月に学位の授与を受けようとする者は同年の２月２０日（２月２０日が日曜日又は土曜日に当たる場合はその直後の月曜日）までに，９月に学位の授与を受けようとする者は同年の８月２０日（８月２０日が日曜日又は土曜日に当たる場合はその直後の月曜日）までに別記様式１を提出すること。
(1) 博士論文は原則，全文を佐賀大学機関リポジトリ（以下「本学機関リポジトリ」という。）により公表するものとする。なお，公表されたファイルは，国立国会図書館により本学機関リポジトリから収集され，同館において利用に供される。
(2) やむを得ない事由のある者については，博士論文の全文に代えてその内容を要約したもの（以下「要約版」という。）を提出し，学長の許可を得て要約版を本学機関リポジトリにより公表することができる。要約版は電子ファイル（ＰＤＦ形式／ＣＤ－Ｒ等）で提出すること。ただし，国立国会図書館へ本学より博士論文の全文の電子ファイルを別途送付する。全文は同館において利用に供される。ただし，インターネットによる利用には供されない。
(3) やむを得ない事由とは，例えば，
①　博士論文が，立体形状による表現を含む等の理由により，インターネットの利用により公表することができない内容を含む場合
②　博士論文が，著作権保護，個人情報保護等の理由により，博士の学位を授与された日から１年を超えてインターネットの利用により公表することができない内容を含む場合
③　出版刊行，多重公表を禁止する学術ジャーナルへの掲載，特許の申請等との関係で，インターネットの利用による博士論文の全文の公表により博士の学位を授与された者にとって明らかな不利益が，博士の学位を授与された日から１年を超えて生じる場合
等とする。
(4) 要約版を提出する者については，第３項における電子ファイルの外に,  博士論文全文の製本したものを１部提出すること。
(5) 本項第３号のやむを得ない事由が解消した場合は，別記様式２を提出しなければならない。
(6) 工学系研究科長は，学位を授与された者に代わり，本学附属図書館長に本項における本学機関リポジトリによる博士論文の公表を依頼する。
５.  その他 
論文提出にかかる製本及び電子ファイル（ＰＤＦ形式／ＣＤ－Ｒ等）作成に要する費用は，原則として申請者本人の負担とする。
　　　附　則
この要領は，平成１６年４月１日から実施する。
附　則（平成２２年１２月１日改正）
１　この要領は，平成２２年１２月１日から実施する。
２　改正後の博士論文に関する規定は，平成２１年度に博士後期課程１年次に入学した者から適用し，平成２１年３月３１日において現に博士後期課程に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。
附　則（平成２５年７月１０日改正）
この要領は，平成２５年７月１０日から実施する。
附　則（平成２６年１月１５日改正）
この要領は，平成２６年１月１５日から実施する。
別記様式１（第４項関係）


博士論文の公表に関する申請書

                          令和　　年　　月　　日

     工学系研究科長  様
所　　属: 　　　　　　　　　　　
学籍番号:　　　　　　　　　　　 
氏    名:　　　　　　　　　　　　印
  下記，私の博士論文の公表については，以下のとおり申請しますので，よろしくお願いいたします。
記

１．博士論文名

２.　公表について（以下の□のいずれかにチェック）
□　全文について，佐賀大学大学院工学系研究科博士後期課程における博士論文の作成及び公表に関する要領第４項第３号に該当する事由がないと確認しましたので，佐賀大学機関リポジトリにより公表していただくようお願いいたします。

※１年以内における公表可能時期(以下の□のいずれかにチェック)
（□10月1日／□4月1日／□学位授与から1年以内となる最後の日）
□　要約版について，下記の事由により，添付の電子ファイル（ＰＤＦ形式／ＣＤ－Ｒ等）により佐賀大学機関リポジトリにより公表することを許可願います。
なお，事由の解消により，全文公表が可能となった場合は，所定の変更申請書（佐賀大学大学院工学系研究科博士後期課程における博士論文の作成及び公表に関する要領別記様式２）を提出いたします。
※佐賀大学附属図書館及び国立国会図書館での全文閲覧可能時期(以下の□のいずれかにチェック)
（□10月1日／□4月1日／□学位授与から1年以内となる最後の日）
事由：
確　認
部門長　　　　　　　　　　　印
主　査　　　　　　　　　　　印
注）リポジトリに掲載された論文は，一定の条件の下で，閲覧者による保存・印刷が可能となっています。詳細は佐賀大学機関リポジトリのホームページを確認すること。
別記様式２（第４項第５号関係）
博士論文要約版から全文公表への変更申請書

令和　　年　　月　　日

   工学系研究科長  様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所　　属:
学籍番号:
氏    名:　　　　　　　　　　　　印
  下記博士論文について，要約版での公表を許可いただいておりましたが，やむ得ない事由が解消しましたので，佐賀大学機関リポジトリにより全文を公表していただくようお願いいたします。

記

博士論文名

